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論文内容要旨
 目腔におこる症状の一つとして口臭はその頻度が高く,それを主訴に多くの、愚者が歯科を受診する。一方,
 隣臭、愚者の心理的特徴として,対人恐怖,過敏,劣等感,妄想,低い慮己評緬などが知られている。、愚者は歯
 科で口臭の発生源となる青苔の除去などの治療を受けるが,治療で欝臭が消失していないと感じると,何度も
 歯科を受診したり他の医院へと渡り歩く。こうした患者に的確に対応できる方法を求めて本硯究を行った。す
 なわち,q臭、慰者の口臭こだわりや心理学的特徴を把握し,かつ治療を経た後のそれらの変化を統計的に解析
 することでP臭診療において求められる歯科医の姿勢を闘らかにした。
 被験者は王32名の欝臭、愚者,64名の対照、愚者からなり治療龍後にエゴグラム(交流分析)と我々が開発した
 口臭関連任意スケール質問票に記入した。
 治療前,質問票から,口臭、患者には自分の口臭への明らかな自覚,勉人の態度から自分には隣臭があると思
 い込むこと,鶴臭へのこだわり,対人恐怖の傾向が見られた。エゴグラムでは,口臭患者のFC({reechi圭d:
 自由なこどもの心)のスコアが対象愚者に比べて有意に低かった。これは,欝臭愚老に消極的な対人交流が見
 られることを意味する。これが治療を経ると,自分の欝臭レベルを客観的にとらえるようになっただけではな
 く,鱒奥こだわりも減少する傾鶴にあった。それと同時に,エゴグラムではFCが上昇し,対人交流の改善が
 見られた。しかし表面に現れる対人交流の根底にある対人恐怖については改善がなく,この対人恐怖は,些細
 なきっかけで容易に、患者のP臭こだわりを再現させる可能性がある。
 したがって,β臭関連任意スケール質問票とエゴグラムの結果から,口臭診療の望ましい姿勢とは,患者が
 望む限り何度もβ臭レベルを測定することで,郷臭へのこだわりを客観的数値で修正し,同時に対人交流のス
 キルが上達するよう支援することである。同時に治療の過程では欝臭こだわりと対人交流の改善度をモニター
 することが重要である。また口臭患者の対人恐怖が強い僚向のときは隣奥こだわりの再発を念頭におき,歯科
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 医は継続的に患者を受け生めていくことが不可欠である。
審査結果要旨
欝腔におこる症状
が,初診時官能検
は1/5しか認めなか
一方,深奥患者の
者は歯科で口臭の発
何度も歯科を受診
に的確に対応でき
し,かつ治療を経
 票を驚いて統計的に解析するこ
本硯究により,以
自覚,他人の態度
ゴグラムでは,隣臭
これは,P臭患者に
客観的にとらえる
ラムではFCが上昇
いては改善がなく
以上の結果より,
へのこだわりを客
療の過程では自臭
することが重要で
 医は継続的に患者を受け生めていくことが不可欠である。
本硯究は,患者が
 (歯学)の学位授与に値するものと判断する。
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